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第３回定例会は平成25年９月25日、26日の

両日に開催され、条例改正、他各種決算など

を審査しました。
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平成25年5月17日山形県漁業協同組合に所属する念珠関（ねずがせき）支

所と由良支所並びに山形県栽培漁業センターを視察した。

山形県漁業協同組合は、昭和40年に8単協・2業種組合・漁連が合併し、全

国初の県単一漁協として発足した。組合は、庄内浜沿岸の2市１ 町（酒田市・鶴

岡市・遊佐町）を管轄としており、操業形態は小型底曳網漁業を中心とした漁船

漁業が主体となっている。

組合員数は、合併当初3,000人ほどであったが、高齢化、後継者不足、経営環

境の悪化（燃料費の高騰）等により、平成25年３月末の組合員数は1,400人余り

となっており、合併当初と比べると半減している。

　直近5年間の傾向として、正組合員数が減少して準組合員数が増加してい

るが、これは密漁の罰則が厳しくなったことがあげられるとのこと。

　最近は魚価の低下が漁獲として収入に反映されない状況になってきており、

経営は非常に厳しい状態が続いている。

山形県栽培漁業センターでは、ヒラメ・アワビ等の種苗放流を実施し魚種の枯

渇化を防いでいる。

そんな折、念珠関支所では地域活性事業として、休漁期の底曳網船を活用し

た漁船によるクルージング（デイクルージング・ナイトクルージング）事業を行い、観

光客の誘致を積極的に行っている。また、その日に獲れた魚を「魚まつり」（仮称）

と称して観光客等に販売するなど、組合員の創意工夫による新規事業に取り組

んでいた。

　第1次産業である漁業は、地域産業の根幹であるということは当村においても

言えますが、地域の資源や特性を活かした事業の展開を図ることが重要だと認

識しました。漁業の活性化のためにはその時々の状況に即した新たな事業にチャ

レンジしていく心構えがなければなりませんが、大切なことは新規事業や施設計

画の際には、まず、持続可能性について検討・協議することが必要不可欠なこと

であると思いました。

山形県鶴岡市の漁業視察を終えて
念珠関支所・由良支所の現地報告

　　　　　　　　　　　議員　宇　山　誠　二　
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午前 10 時過ぎ、 県の最南端に位置する県漁協の念珠関総括支所に到着。 漁協事

務所で漁業の現況の説明を受け、 その後製氷施設などを見学。 写真は湾内向い側にあ

る主に観光客を対象にした海産物の直売所。 ウィークデイのため私たち以外の客はいな

かったが、 一夜干しの焼きイカを売っていた。 早速、 何人かが購入、 味見。

昼食後海岸線を北上し、 １ 時頃県漁協由良総括支所に到着。 ここでも事務所内で型

どおりの説明を受け、 隣接の加工場は部外者は立入禁止とかで外で話を聞くのみ。

再びバスに乗り ５分ほどで県栽培漁業センターへ。

水産加工協会で概要を聞き、 写真の施設内へ。 見てのとおり大きな施設でアワビ、 ヒ

ラメ、 クロダイ、 アユなどの種苗生産を行っている。
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